
令和２年度       学校報「八卦台」      教育目標 自らの手で未来を拓く生徒の育成 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

校 長 米屋 孝明 

 ◇夏季休業に向けて 
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、学校

行事等の規模の縮小、延期、中止をしている中にあ
っても、生徒は明るく元気に活動しています。 
 春季の臨時休業のため、今年の夏季休業期間は、
５日短い、８月１日から８月２２日までの２２日間
となります。夏季休業期間といえども、コロナ対策
として、毎日の検温等の健康管理、手洗い、うがい、
マスク着用、手指消毒、換気、ソーシャルディスタ
ンスに努めるとともに、熱中症対策として、水分補
給、休養等を心掛けるよう、学校では指導している
ところです。ご家庭におかれましても、生徒の健康
管理についてご配慮願います。夏休み前集会で、生
徒に次のことを話しました。①自分の命を守る、②
目標を持ち、規則正しい生活を送る、③家族との時
間を大切にする。事故のない、充実した夏休みにな
ることを願っています。保護者、地域の皆様には、
引き続き生徒への声掛け等を宜しくお願いします。 
 

◇男鹿市教育委員会委員学校訪問 ７／７ 
 栗森教育長様をはじめ８名来校し、全校生徒の授
業を参観されました。教科は、１Ａは技術・家庭、
２Ａは国語、２Ｂ国語、３Ａ道徳でした。皆様から
次のような感想がありました。 

・どの学年も、活気があり、真剣だった。授業では
様々な工夫がみられた。 

・落ち着いて、集中している。授業内容のレベルが
高い。考える授業を展開している。 

・教師が根気強く支援している。 

・他者の参考になる意見を赤ペンで書いている。普
段から習慣化していて素晴らしい。  

など、たくさんお褒めの言葉をいただきました。 

今後も、「主体的・対話的で深い学び」の授業改善
を進めるとともに、生徒が「分かる」「楽しい」授
業に努めてまいります。 

 

◇潟西中学校区校外生活指導連絡協議会 
７／２１ 

 潟西中学校を会場に開催しました。男鹿警察署、
男鹿工業高校、保護司会、若美地区及び五里合地区
の民生児童委員協議会・主任児童委員、美里小学校
と潟西中学校の校長・生徒指導担当、ＰＴＡの総勢
１７名が出席しました。学校・家庭・地域・関係機
関が連携して、あってはならない事件や事故の未然
防止の観点から、多くの情報交換をすることができ
ました。また、生徒から元気をもらっているという
うれしい言葉をいただきました。 
保護者、地域の方には、次の２点をお願いします。

①気になることは、その日のうちに学校へ連絡②子
供への声掛け。複数の目と声がけで、地域の宝であ
る子供の見守りをお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇男鹿潟上南秋中学校総合体育大会 
７／１１・１２、１８（雨天順延）  
今年は県大会以上の上位大会が中止となりました

が、本地区においては、入場規制、観戦や応援時の
協力要請等をし、各競技とも無事に終えることがで
きました。臨時休業のため練習できない期間もあり
ましたが、地区大会では集大成として成果を発揮す
ることを目標に、どの部も健闘しました。 
陸上競技部は、雨天のため１８日に延期して開催。

ほとんどの生徒が自己ベストを記録し、多くの生徒
が入賞するという素晴らしい結果を出しました。 
女子バスケットボール部は、参加８チーム中６位

という結果でした。部員は３年生１名の計４名です
が、吹奏楽部から２名の協力を得て、単独チームと
して出場しました。チームとしての練習は短期間で
したが、最後まで悔いのないプレーをすることがで
きました。 
野球部は、部員が１・２年生のみで、男鹿南中学

校との合同チームとして出場しました。今できるこ
とを全て出し切り、最後まで熱戦を展開しました。 

 
 
 
 
 
天王南中との対戦    五城目一中との対戦    砲丸投げ  

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

◇コミュニティ・スクール ７／１９ 
朝７時から、ＣＳ会長の佐藤勝様、副会長の成田

義則様をはじめ、３年生の保護者を中心に総勢１１
名の方が、野石方面の坂道の草刈り作業をしてくだ
さいました。 
とても見通しが 

よくなりました。 
ありがとうござ 

いました。 

№４ 

令和２年８月１日 

男鹿市立潟西中学校 

＜ 大会を振り返って ３年生の感想 ＞ 
・総体が終わり、中学校生活の部活動が終了しました。自己新

記録を出し、目標である８ｍ５０ｃｍ以上投げることができ
ました。３年間練習してきたことを全て生かして大会に臨む
ことができたと思います。こうしてすがすがしい気持ちで終

えることができました。何も悔いはありません。 
（陸上競技部 吉田 智就） 

・公式戦で今年初めて勝った試合は、試合時間が一番短く感じ

た。後輩や先生、コーチ達のおかげで一勝でき、とてもうれ
しかった。練習がきつかったり、試合が上手くいかなかった
りしたことはたくさんあったけど、それでもバスケを続けて

きて本当によかったと思っている。部活動で学んだ「諦めな
い心」と「強い気持ち」を持ち続け、これから先の受検や高
校生活に臨みたいと思う。ずっと支えてくれた先生達やコー

チ、後輩や協力してくれた２人にとても感謝している。 
（バスケットボール部 杉本 惟愛） 

 

 
・子どもと関われる楽しさや、子どもの成長を見られる喜び
を感じられるとともに、子どもを預かり育てる責任や、仕

事上の辛さについて深く考えることができました。 




